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環境経営計画と取組評価と次年度への取組



1． 会社概要

（１） 事業所名 谷口環境建材株式会社

（２） 設立　　　　　 昭和50年6月

（３） 資本金 1,000万円

（４） 代表者氏名 代表取締役　田口　寿樹

（５） 所在地 〒437-0051　静岡県袋井市深見85番地の1
　 　　　

（６） 環境保全関連の責任者及び担当者

環境管理責任者 高橋貴則
EA２１事務局　　  河原崎圭子 himawari-7@yaguchi-group.co.jp

（７） 連絡先 ＴＥＬ 0538-30-1331
　　　　　　 ＦＡＸ 0538-49-2148

（８） 事業内容 太陽光発電の設計・施工･販売
建材・屋根･外壁の設計・施工・販売

（９） 決算期 毎年６月～翌年５月

（１０） 対象事業所
 本社・倉庫（静岡県袋井市深見85番地の1）

 株式会社ひまわりランド（静岡県袋井市深見85番地）
株式会社アドメタル（静岡県袋井市山科2273-2）

（１１） 事業規模

　　　　活動規模 単位 2024年度
百万円 740

人 17

ｍ２ 1,388

（１２） ＥＡ２１運営組織図

2． 対象範囲
（１） 認証登録の範囲     全組織・全活動

売上高
従業員

床面積

谷口環境建材㈱

経営者

ＥＡ21 事務局

環境管理責任者

本社
(株)ひまわりランド

㈱アドメタル

＜環境管理組織における機能＞

経営責任者
①環境経営全般に対しての責任と権限
②環境方針の作成と社員への周知
③環境経営に必要な資源の準備
④環境管理責任者の任命
⑤全体の評価と見直し
⑥実施体制の構築

環境管理責任者
①環境経営活動の推進
②環境目標及び環境計画の作成
③経営者への進捗報告

ＥＡ－２１活動事務局
①各部門のデータのまとめ
②活動計画の予実績管理
③環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④環境管理責任者補佐
⑤法規制最新版管理
⑥文書・記録の管理

各部・各部門
①環境計画の実施
②月別部門データの集計
③問題点の把握と是正の実施



3． 環境経営方針

《企業理念》

《方針》

当社は、地球環境保全の重要性を認識し、環境保全に貢献するように事業活動を推進する。

（１） 温室効果ガス削減商材の販売を推進し、新エネルギーおよび環境改善工事に努めます。

（２） 事務用品及び建材資材等のグリーン購入を推進いたします。

（３） 事業活動に伴うエネルギー消費量の節減に努め、二酸化炭素削減に取組みます。

（４） 水の使用量の削減に取組みます。

（５） 事業活動による産廃物の削減に努めます。

（６） 社内外の整理、整頓、清掃、安全に留意し、意識の高揚に努めます。

（７） 環境関連法令を遵守し、社会情勢の変化に対応するように努力いたします。

（８） 環境経営を継続的に改善します。

（９） この環境経営方針を事業所内に掲示し、朝礼、会議等を利用して全社員に周知徹底をいたします。

（10） この方針は、社会の要請に応じて公表いたします。

2013年6月1日 制定
2022年4月1日 改定

谷口環境建材株式会社 
代表取締役　田口　寿樹

谷口環境建材株式会社は、歴史ある建材・外壁工事に留まらず、太陽光発電システム等の
新エネルギー事業および遮熱材・強制換気システム等の環境改善工事の推進活動を通じて建物の創
エネ・省エネによる「建物が人に地球に優しい存在」を目指し、環境経営を行い地球環境の保全に努
めます。



4．環境経営目標

（１） 環境経営目標の制定

前年度

基準

単位 2023年度

１．
施工におい
て環境に配
慮した

２．
購入時はグ
リーン購入
に配慮した

３． kg-CO2 ▲1％ 72,465 71,740 71,023 70,313 69,610 68,913

kwh ▲1％ 54,312 53,769 53,231 52,699 52,172 51,650

L ▲1％ 12,046 11,926 11,806 11,688 11,571 11,456

L ▲1％ 7,964 7,884 7,806 7,727 7,650 7,574

４． t ▲1％ 4.57 4.52 4.48 4.43 4.39 4.35

５． % 96.0%

６． 　ｍ３ 202

＜備考＞

5
．

環境経営目標の実績
（１） 2023年度の実績について

2024年度の当社における主要環境経営目標と実績は、下表の通りです。

基準

2023年度 目標比 目標 達成率

１．

施工にお
いて環境
に配慮し
た

施工におい
て環境に配
慮する

○

２．

購入時は
グリーン
購入に配
慮した

購入時はグ
リーン購入
に配慮する

○

３． kg-CO2 72,465 ▲1％ 71,740 104.6% ×

kwh 54,312 ▲1％ 53,769 92.1% 〇

L 12,046 ▲1％ 11,926 123.5% 〇

L 7,964 ▲1％ 7,884 98.8% ×

４． t 4.57 ▲1％ 4.52 99.0% 〇

５． t 99.9% 90.0%以上 〇

６． ｍ３ 247 247 130.0% 〇

＜備考＞評価　〇印：達成，△印：ほぼ達成，×印：未達成

＜考察＞

　今期の取組においては、二酸化炭素排出量、軽油使用量が目標未達成であった。二酸化炭素排出量、軽油使用量については仕
事量の増加及び遠方の現場が原因で、再度、社員に対して削減の推進を図る。

2024年度

1．産業廃棄物排出量については、再資源化率としました。
２．排水量についても生活系排水だけであり、これ以上削減することは困難であることから「現状維持」としました。

実績

環境に配慮した施工

グリーン購入の推進

   主　要　項　目

施工において環境に配慮し
た

購入時はグリーン購入に配
慮した

68,572

58,373

9,659

7,984

99.9%

4.57

(ガソリン)

　二酸化炭素排出量の算出には、「R5年度実績， R7.3.18環境省・経済産業省公表」の中部電力パワーグリッド（株）の
調整後の排出係数 である0.423kg-CO2/ｋWhを用いています。

　環境経営目標は、過去には売上当たりの原単位による評価も実施しましたが、良い結果が得られませんでしたので、
現在は原点に立ち返り、総排出量にて把握・評価することとにし、基準値については前年度実績値とするスライド方式を
採用し、削減率は前年目標比１％削減としています。

環境に配慮した施工

グリーン購入の推進

二酸化炭素排出量の削減

　　　　　　　　　　　　年度
項目

前年目標
比

環境経営目標(年度)

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

施工においては環境に配慮する

購入時はグリーン購入に配慮する

(購入電力)

単位 評価

二酸化炭素排出量の削減

(購入電力)

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物再資源化率

排水量の削減 

(軽油)

90.0%以上

現状維持（数量把握）

(ガソリン)

(軽油)

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物再資源化率

排水量の削減 190



(2) 過去実績の推移について

① 購入電力

(kwh)
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

44,762 44,084 48,425 46,270 42,054 35,742 35,020
18,401 15,142 17,291 17,625 20,807 18,570 23,350
63,163 59,226 65,716 63,895 62,861 54,312 58,370
5,215 1,528,226 1,450,722 1,630,179 1,775,088 1,716,445 1,791,641

② ガソリン・軽油

(ℓ)
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

13,051 14,623 15,287 16,480 11,457 12,046 9,659
13,471 12,080 10,571 9,157 6,936 7,964 7,984
26,522 26,703 25,858 25,637 18,393 20,010 17,643

ガソリン
軽油

総使用量

事業所
本社･倉庫･展示場

建材工場
総使用量

再生可能エネルギー

事業所
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③ 排水量

(㎥)
事業所 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

本社･倉庫･展示場 146 356 495 206 134 175 134

アドメタル 70 68 73 45 68 72 56

総使用量 216 424 568 251 202 247 190

④ 廃棄物

(t)
事業所 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
雑誌 0.00 0.18 0.51 0.30 0.69 2.70 2.70

ダンボール 2.72 4.04 2.37 2.81 1.81 1.87 1.87
一般廃棄物 2.72 4.22 2.88 3.11 2.50 4.57 4.57

金属くず 1.36 1.85 1.00 1.44 4.52 16.84 21.36
木くず 14.67 11.57 28.00 17.35 13.20 20.09 10.12
廃プラ 7.86 7.21 2.00 5.92 5.25 5.48 6.58

がれき類 11.95 19.39 14.00 12.85 3.85 17.76 28.56
ガラス・陶器くず 15.76 14.43 2.00 7.96 6.00 15.30 17.10

紙くず 3.63 5.51 5.50 4.33 1.20 4.38 5.52
建築混合 8.58 0.57 0.29

石膏ボード 2.60 2.10 1.05
石綿含有産廃 3.50 3.00 1.00 3.65 0.26 0.00 0.29
産業廃棄物 58.73 62.96 53.50 53.50 45.46 82.52 90.87
総排出量 85.80 61.45 67.18 56.38 56.61 87.09 95.44
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40.00

60.00
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６． 環境経営計画と取組評価と次年度への取組

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

1 温室効果ガス削減商材の販売推進 （１） 環境部 C

（１） 建材部 C

（２） 事務 B

（１）

（２）

（３）

（４）

（１）

（２）

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（３）

7 化学物質使用量の削減 （１） 建材部 B 活動を継続する。

（１） B

（２） B

（３） B

【A･B･C･D判定】

A・・予定以上の実績が得られ、高く評価出来る
B・・予定通りの実績が得られ、評価出来る
C・・予定には及ばないが一定の評価は出来る
D・・実績が伴わず、評価出来ない

予定通りに実施出来た。
丸現状未使用の為、現状維持とする
が、関係法令等の新たな情報に注意す
る。
現場パトロールを通じて現場での不具
合や要望を把握する。

現場パトロールで報告された不具合や
要望に対応する。
内部コミュニケーションで報告された不
具合や要望に対応する。

倉庫の整理整頓

建材部

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

活動を継続する。

建材部

B

廃棄物の分別

再生パレットの返還

社内在庫品の積極的は利用

倉庫在庫の再利用を促進

資材の過剰購入を削減

3 二酸化炭素排出量削減

A

5 廃棄物排出量の削減 建材部 B

4 総排水量の削減 事務
使用量を把握

給湯・手洗いなど普段の節水意識徹底

自らが施工･販売提供する製品の環境性能の向上及
びサービスの改善

環境管理者　高橋　貴則

B

毎月の使用量を把握しています。昨年より
使用量削減できました。
夏場はガス会社に閉栓依頼しています。

予定通りに実施出来た。

予定通りに実施出来た。

施工会との連携により実施できた。

現場パトロールでの要望等は無かった。

毎週の会議にて内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝし是正した

次期への取組・対応取組評価

説明会を開催。見積書のグレードアップ。 活動を継続する。

環境目標 　　　　　取組内容
スケジュール（日程）

担当部門 取組判定

事務

6

8

建築廃棄物排出量の削減及び再資源化の工場

グリーン購入の推進2

社用車 低公害車両の導入

各社用車の燃費の把握と改善提案

特に問題無し。

資材の仕入れ価格の高騰が大幅に進み、検討は
されるものの、採用まで至らないケースが増えて
いる。

グリーン商品を積極的に購入した。
可能の場合は、うら紙を積極的に使用する。

新エネルギー商材の推進と施工

グリーン建築商材の推進と施工

ｺﾋﾟｰ用紙･ﾌｧｲﾙなど再生仕様を購入

冷、暖房温度基準順守（夏期２６℃冬期
２４℃）

エコドライブの推進

2

4

℃



7. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（１）

環境管理者　高橋　貴則

環境関連法規制等一覧及び遵守状況のチェック結果（2024年度）

要求事項 判断 評価 ﾁｪｯｸ内容（担当）

建築物の屋根強度 構造検査済 遵守
構造計算・技術基準
（責任者大庭）

騒音ﾚﾍﾞﾙ 振動ﾚﾍﾞﾙ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

昼間　55dB    65dB 3.75kW （責任者戸塚）

朝・夕 50dB 2台

夜間  45dB 55dB 届出

(定期 保守点検・
清掃)

遵守 実施済み

(法定検査) 遵守 実施済み

消火器（有効期限） （対象外）

火災報知機の設置 総務 火災報知機保守点検

建材部
現場責任者設置
管理保管

総務 資格者選任

保管場所確認 遵守 責任者設置、管理保管

契約書の確認 遵守

マニフェスト 遵守

マニフェスト 遵守

保管場所確認 遵守

報告書の確認 遵守

遵守

自主点検 目視 遵守 四半期に一度(事務局)

（２）

遵守

遵守
労働安全衛生法

 消防法

防火管理者

市火災予防条例

高さ2ｍ以上の箇所・安全
帯

作業床の設置

　　　（資格関係）

環境関連法規の遵守状況

環境関連法令

静岡県生活環境の保
全等に関する条例

太陽光発電施設

浄化槽法

騒音発生施設の届出

2025年7月19日

条件等関連事項

風圧力法20条・令36条構
造

11条

10条

取組期間において、自社の環境関連法規の遵守状況をチェックしたところ、
違反はありませんでした。

遵守 保守点検清掃
（責任者戸塚）

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

フロン排出抑制法

違反、訴訟等の有無

当社に関する法規に対して過去3年間の違反、訴訟及び関係機関などはありません。

フォークリフト

フロンのリーク

廃棄物の適正処理

不法投棄の禁止

マニフェストの年間集計と
知事への報告

廃棄物の分別の徹底

マニフェストの５年間保管

廃棄物の保管(仮囲い･表
示板等)

廃棄物処理委託契約書の
作成と５年間保管

マニフェストの発行と期間
内返却の確認



8． 代表者による全体の評価と見直し

（１） エコアクション21推進に必要な情報

① 環境経営目標の達成状況

② 環境経営計画の実施及び運用結果

③ 環境関連法規等の遵守状況

④ 内外部からの要望・苦情の受付状況

（２） 全体についての見直しについて

谷口環境建材株式会社 

代表取締役　田口　寿樹

① 環境経営方針

② 環境経営目標

③ 環境経営計画

④ 環境経営ｼｽﾃﾑ

見
直
し
関
連
情
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　今期の取組においては、二酸化炭素排出量、ガソリン使用量及び軽油使用量及び一般廃棄物排
出量の削減が目標未達成であったと事務局より報告を受けた。
　
　二酸化炭素排出量、軽油使用量については仕事量の増加及び遠方の現場が原因であると捉えて
いる。
　
　今後とも、環境経営目標及び環境経営計画等を把握し、継続して取り組み実施していく様に全社員
に対して指示した。従って、環境経営方針及び環境経営計画については、変更する必要がないと判
断した。

2025年7月15日

2025年7月15日

環境管理者　高橋　貴則

変更なし

変更なし。

変更なし

特に問題なし

今期の取組においては、二酸化炭素排出量、軽油使用量削減が目
標未達成であった。

再度、社員に対して環境経営計画内容の徹底を図る。

特に問題なし

徹底の強化を指示


